
Sports  Coaching  Competency  Test （SCCOT）とは

金高宏文，中垣内真樹，前田博子，吉重美紀，和田智仁，中本浩揮，有馬正人，吉原大智（鹿屋体育大学）

令和3年度の取組み

【令和3年度 重点プロジェクト事業成果報告】

Sports Coaching Competency Test 
の普及及び事業化

l 令和3年度は，開発した「プレーヤー中心の考えに基づいたコーチング
を行うための行動・判断力」を可視化するテスト（Sports Coaching 

Competency Test ：SCCOT）を用いて，他の体育・スポーツ系大学

の学生をはじめ，幅広い指導者へテストを普及及び事業化（有料実
施）することを目指す．

l コロナ禍においても対応できるように，オンライン受検が可能となるWeb

版SCCOTを完成させる（結果報告書の改訂，マイページ化を含む）．

l また，本学学生の評価規準となる基礎データの収集を行うことを目的

とする．具体的には，体育・スポーツ系大学，中学校・高校運動部活
指導者，スポーツ少年団指導者，競技団体や大学運動部活動

（UNIVAS）の指導者を対象として実施する．収集したデータを分析す

ることにより，本学学生の「プレイヤー中心の考えに基づいたコーチング

を行うための行動・判断力」のレベルを評価できる規準を設定する．

l 本テストは，日本のスポーツ界が目指している「プレーヤー中心の

考えに基づいたコーチングを行うための行動・判断力」を可視化す
るテストです【注】．

l 体育・スポーツに関連する教育機関や指導者養成団体では，多

様で複雑なコーチング活動の中で状況に対応しながら，適切な行

動・判断を行える資質・能力の育成に力を注いでいます．

l 一方で，コーチングの資質・能力の変化を把握することや，育成プ
ログラムの改善に役立つ情報を得るための測定・評価方法につい

ては，十分に整備されていないため，本テストを鹿屋体育大学が

2017年度から開発に着手し，2018年度に完成しました．

l なお、本テストは大学教育再生戦略推進経費・大学教育再生

加速プログラム（AP事業）の支援を受けて開発したものです．

l 出題される問題は以下のような特徴を持っています。

l テスト結果の「個人結果報告書」の例 （2021年度より，レイアウトをリニューアル）

従来のテストの課題を解決するために，本テストでは下の例にあるように，⼀⾒してどちらが正解か分
からないような，双⽅に意味のある設問を提⽰し，個⼈の判断に基づいて選択させる出題⽅式を取るこ
ととした。これによって，回答時における反応歪曲等の課題の軽減を図った。
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l コロナ禍で普及活動は難しいが，他の体育・スポーツ系大学の学生を
はじめ，幅広い指導者に対するテストの普及活動（SPORTECへの参

加など）を行う．

l 学生の評価規準となる基礎データの収集・分析を行う．
l Web版SCCOTを活用した指導者用の研修プログラムを検討する．

今後の取組み

【注】本テストの開発では，株式会社リアセックの協力を得ております．また，本テストの著作は，国立大学法人鹿屋体育大学が所有しております．無断で再利用
することは法律で禁じられています．

【事業計画】

【事業実績】

l コロナ禍における集合受検や解説会を回避できるように，オンラインで
の受検や結果報告ができるように，2020年度から移行しているWeb版

SCCOTを完成させた．

l さらに，マイページ化を図り，繰り返しての受検，比較が行えるようにシ

ステムを更新した．また，結果報告書をより理解しやすいように，評価

項目についての説明の追加や評点のレーダーチャート化を図った．
＜マイページ登録画面＞ ＜結果報告書のリニューアル＞

l その結果，本学及び山梨学院大学の学生において，Web上でのテス

ト実施及び結果報告が可能となった．なお，本学以外の大学の受検

は有料化（＠500円）した．

l 商標の登録（2021/9/16認証）

l 一方，普及やデータの集積に関しては，コロナ禍ということもあり思うよう
に進まず，本学と山梨学院大学，日本スポーツ協会のコーチデベロッ

パー研修者の実施に留まった．データの蓄積数は，約5,000件となった．

l 本学学生の学年進行における

SCCOTの経年的変化について

分析を行い，

AP-News Vol.11

で公表した．
（QRコードより閲覧できます）

SCCOT
SPORTS COACHING COMPETENCY TEST

残り39分30秒/40分

SCCOT
SPORTS COACHING COMPETENCY TEST

紙版SCCOT
(〜2019年度）

Web版SCCOT
(2020年度〜）
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2017年度入学生（スポーツ総合課程）

1年次（125名） 2年次（104名） 3年次（138名）
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2017年度入学生（武道課程）

1年次（49名） 2年次（49名） 3年次（53名）

★「学修・活用力」は「対課題力」と同義


